
Title 漱石文庫のメレディス : その基礎事項に関する覚書
Sub Title
Author 飛ヶ谷, 美穂子(Higaya, Mihoko)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1987

Jtitle 三田國文 No.8 (1987. 12) ,p.64- 74 
JaLC DOI 10.14991/002.19871200-0064
Abstract
Notes 資料紹介
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19871200-0064

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


漱 石 文庫 の メ レデ ィス

その基礎事項に関す る覚書

飛 ケ 谷 美 穂 子

は じめに

 東北大学付属図書館に漱石文庫 として保管 されている旧漱石 山房蔵書に,漱 石 自身に よ                                     1)

る数多 くの書 き込 みのある ことは,よ く知 られてい る。その主要な も の は,『 漱石全集』

第十六巻に収め られ,研 究者 に資す るところ少 な くない。シ ェー クス ピアやニーチ ェへ の

書 き込み等は,資 料的価値 を越 えて,そ れ 自体が研究の対象 とな りうるほ どの内容を持つ

もので ある。

 ただ,既V'`指 摘 されている ことだが,『 全集』にはかな りの収録 もれがある。また,『全

集』が収録の対象 としなかった下線 ・傍線や○ ×な どの印 も,漱 石の 「読 み」 を雄 弁に物

語 って いることがあ る。

 メレデ ィス(George Meredith)の 作品の場合,漱 石文庫所蔵の18巻 の うち16巻 に書 き

込 みが見 られ るが,『 全集』 に記載 のあるのは,そ の中の10巻 のみで,そ れに も遺漏があ
                                2)
る。 これに関 しては夙に,久 野真吉 氏の 「『漱石文庫』の メレデ ィスを見て」に指摘 が あ

るが,惜 しむ らくは紙 幅の関係か一部の報告に限 られている。

 本稿 は,漱 石文庫 とその他周辺資料を基に,漱 石 の メレデ ィス受容 をめ ぐって基礎事項

の整理 を試 みる もので ある。なお,『 サン ドラ ・ベ ロニ』 と 『リチャー ド・フェヴァ レ ル
         3)
の試練』に 関す る別稿 の補助資料 として,こ の二作へ の書 き込み(『 全集』未収録分 を 含

む)の 一覧 を付す。

1

 漱 石 文庫 に は今 日,18巻 の メ レデ ィス 作 品 が収 め られ て い る。 す べ て ロ ン ドン ・コ ンス

タ ブル社(Archibald Constable&Co.)の 発 行 で,全 集 と し て揃 え た もの で は ない が,

当 時 の18巻 本全 集 と書 目は 一 致 し て お り,主 要 作 品 を ほぼ 網 羅 して い る と云 って よい 。 漱
                   4)

石 は メ レデ ィス の書 簡 集 も読 ん で い た ら しい が,蔵 書 目録 に は 見 当 らな い。

 ま ず この巻 の概 要 を紹 介 す る。r全 集』 第 十六 巻 の 「漱 石 山房 蔵 書 目録 」(以 下,「 目録 」

と い う)と は分 類 と順 序 を 多 少 変 え,私 に一 連 番 号 を付 した 。 な お書 誌 に 関 して は,1909

-11年 刊 の 全 集(Memorial Edition .27 vols. Constable&Co.)第27巻 所 収Chrono-

logical List(Arundell Esdaille ed.)が 不 完 全 で は あ る が最 も詳 し い。

QNew Popular Uniform Edition of the Works of George Meredith.5vols,

 1. Rhoda Fleming.                     1897.
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 2.The Tale of Chloe and Other Stories.             1897.

 3-4.Poems.2vols.                       1898.

 5.An Essay on Comedy, and the Use of the Comic Spirit.  1898.

  1897-99年 に 刊行 され た 新 普 及 版 全 集(以 下N版 とい う)全18巻 中 の5巻 で あ る。

Crown 8vo(ク ラ ウ ン紙 は15×20吋:そ の八 折 判),表 紙 お よそ 縦19糎 ×横13糎 。 赤 ク

 ロス 装 で,表 紙 に は ア ラ ベ ス クの上 に メレデ ィスの 頭 文 字GとMを 組 合 わ せ た デザ イ ン

 が 金 で刻 まれ,同 じ く金 の題 字 と木 の 葉 が 背 を飾 って い る。1.～4に は 写 真版 の 口絵 が

 あ る 。 な お,「 目録 」 で は5.を 別 項 目 とし て い るが,1.の 巻末 広 告 等 に も,``Uniform

 with the above, without Frontispiece" と 口絵 の な い 旨の 断 わ り書 き付 きで一 括 し

 て 扱 って お り,こ の 全 集 の一 巻 と見 て よい 。

QThe Works of George Meredith.12 vols.

6.Vittoria.

7.The Egoist:aComedy in Narrative.

8.The Shaving of Shagpat:an Arabian Entertainment.

9.Lord Ormont and his Aminta.

10. One of Our Conquerors.

11.The Tragic Comedians.

12.The Amazing Marriage.

13.Diana of the Crossways.

14.Sandra Belloni(Emilia in England).

15.Beauchamp's Career.

16.Evan Harrington.

17.The Adventures of Harry Richmond.

 1902-5年 にN版 のcheaper reprint

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

1902.

                   として刊行 されたポケ ッ ト版全 集(以 下P版 と

 い う)全18巻 中の12巻 。真紅 クロス装 ・天金,菊 半裁(表 紙お よそ縦16腫 ×横11.5糎)

 の袖珍本である。背 に金文字 の表題があ り,表 紙には金枠 の中に,メ レデ ィスのサ イン

 が これ も金でア レンジされて いる。大久保純一郎氏は,r野 分』の素 材 として漱石 自身が
                                  5) 

八波則吉に示 した とい う 「赤 い表紙 の本」を,こ の全集の15.と 推 定している。

QConstable's Indian&Colonial Library

 18.The Ordeal of Richard Feverel.                 1902.

  上記のいず れ ともか な り趣 を異Y'`する一 巻 で あ る。`In、dian&Colonial Library'

 (以下1版 とい う)と は,読 んで字の とお りイ ン ド及びその他の植民地 向けに作 ら れ た

 廉 価版 で,英 本国での発売を禁 じる旨の注意書 きまでつ いている。 ボール紙装,背 は赤

 クロス装(表 紙 の文字 を一部覆 う。あ るいはrebackさ れた ものか),書 名なし。 N版

 と同 じCrown 8voだ が,表 紙は縦1Z 8糎 ×横125糎 とやや小 さ く,白(か った と思わ

 れ る)厚 紙に小舟 が描かれ,黒 字で表題 と作老名が印刷 されただけ の,ご く簡易な装丁

 であ る。 この版 は前掲書誌 リス トに も記載がない。

  「美本」 とは言いがた いが,い かに も手に馴染んだ感 のある この一巻が,漱 石の殊 に
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愛 読 した 『リチ ャー ド ・フ ェ ヴ ァ レル の試 練 』 で あ った 。

11

 つ ぎに,蔵 書の各巻について,ラ ベル ・蔵書 印 ・書 き込みの3点 を中心に,い ます こし

詳述 してお く。

(a)ラベル

  P版 の うち,9.～17.の9巻 に,見 返 しに丸善 のラベルが貼付 されてい る。

(b)蔵書印

  N版 の うち,1.と2.に は,蔵 書 印が ない。

  P版 の うち,a78.に は,中 扉 に,正 方形の 「漱石」印(『 全集』第十 二 巻 「印譜」

 p・832右下)が あ る。

  残 る13巻,即 ちN版 の うち3.4.5.,P版 の うち9.～17.の9巻,お よび1版 の18.に は,

 中扉,ま たは中扉 と扉 の両方にかけて,正 方形 の 「濠虚 碧 堂 図 書」 印(同 「印譜」P.

 830上)お よび仏足跡形 「夏 目」 印(同P.831右 上)が ある(但 し,9.の み 「夏 目」印を

 欠 く)。

(c)書き込みの量

  16.17.に は,書 き込みがま った く見 られ ない。久野氏 も1Zな ど 「頁を繰 った形 跡 が

 ない」 としてい る。

  氏 は3.4.に ついて も書 き込みがない と報告 しているが,私 の調査ではそれぞれ2ケ 所

 に鉛筆 の印が見 られた。

  1.と1&に 書 き込みが きわめて多い ことも,久 野氏 の報告 どお りであ る。その他5.6.

 9.14.15.に も,か な り多 くの書 き込みが見 られ る。

(d)筆記具

  漱石は書 き込みに様 々な筆記具を使用している。主 な ものは,鉛 筆 と,漱 石の 自筆 原

 稿 などで も馴染みのセ ピア色のイ ンクである。鉛筆 の書 き込み のほ うが古い場合が多い

 が,一 概には断言で きない。退色のため判別しに くいが,黒 インク も一時期用いていた

 よ うであ る。 赤イ ンクの書き込 み も時折見 られ る。 赤イ ンクは,帝 大講師時代,殊 に

 『文學論』草稿に朱を入れた時期に多 く用 いた と思われ る。ちなみに,「 朱を入れ る」 こ

 とを英語では``blue-penci1"と い うが,比 較 的初期 の書 き込みには,青 鉛筆を用いた

 もの も見受け られ る(メ レデ ィス作品に はない)。

  メレデ ィス作品の書 き込みに使用 した筆 記具は,下 記の とお りである。

 (イ)鉛筆              1.～4.,11.

 (ロ)イン ク             12.15.

 の両用              5.6.7.9.10.14.18.

 ←)3種 混 用(上 記+黒 イン ク)… ……8.

 ㈹4種 混 用(上 記3種+赤 イ ンク)…13.

  の の うち,7.は 鉛筆が,9.10.は イン クが圧倒的に多い。5.14.は,途 中で筆記具を変

 えた らし く,前 半は鉛筆,後 半はイン クで書 き込 まれてい る。
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  13.18.は 複数の筆記具が重複 して用い られている箇所 があ り,漱 石 が少 な くと も二度

 にわ たって読んだ ことを示 してい る。6.8.も,筆 記具に よって書み込 みの時期が別 であ

 る こと(即 ち読み返 してい ること)が,そ の内容か ら推測され る。

(e)下線 ・傍線 ・印

  下線 と傍線 はと もに全般に見 られ るが,「 傍線の方 は概 して注意が広範 囲にわた る 部

 分にほどこされ」てい るとい う久野氏の適切な指摘がある。裏返 していえぽ下線は,注

 意すべ き語 旬 ・登場人物の名前 ・メレデ ィス独特 の表現等,細 か く具体的な箇所に多 く

 用 いられて いる。つ ま り,下 線の多い場 合は研究 的に精読 し,傍 線 の多い場合は比較的

 自由に読み こなしてい るとみ られ る。

  具体的には,1.5.9.は 圧倒的に下 線が多 く,15.18.は 傍 線が多い。

  線以外に も様hな 印が見られ る。13.及 び15.に は,章 題の横に○印を付けた り,ペ ー

 ジの縁に赤イ ンクで印を付 けた りして,そ の章全体をマー クした箇所 もあ る。

(f)書き込み の内容

  書 き込みをその内容に よって蔵然 と区別す ることは難 しいが,こ こでは試 みに4つ に

 分類 した。それぞれ例を挙 げつつ説明し よう。

(イ)研究

  難解 もし くは特殊 な語彙 ・表現,解 釈上の注意箇所な どに関す る もので,正 確 な読解

 とメレデ ィスの特徴 の把握 を 目的に してい る。 しぼ しぼ下線を併用 してお り,`s'(sty-

 le),`ph'(phrase)な ど留意点 を示す略号や,重 要語句の抜 き書きな どもあ る。 メレデ

 ィスを読 み始 めて 日の浅い ことが窺われ る内容であ る。1.に 最 も多 く,次 いで2.に 多

 い。5.6.に も多少見 られ,殆 どが鉛筆書 きである。

 例①:P.1,2nd paragraph a new style            (1.見 返し)

  0:Keynote of the English comedy          (5. A.30)

 ㈲ 分析

  上 よりはやや大掴みに,作 品のモチ ーフやそ こに現れた思想 ・風俗 な どに注 目した も

 の。おそ らく 『文學論』構想に際 して,例 の`F㌦`f'の 分類や,彼 我の文学概 念の比

 較研究 のた めの事例 として捉 えた ものであろ う。6.9.10.に 多 く見 られ る。

 例①:此sceneハ 日本人 二興味 ア リ。比較研究 ノ材料 ニナル     (9. p.75)

  ②:honestyヲprincipleト スル例           (10. P.262)

 の鑑賞

  作品 内容や描写についての感想。既 にかな りメレデ ィスを読み込み,余 裕 を以て楽 し

 んでい ることを窺わせ るものであ る。12.14.15.18.に 多 く,主 として インク 書 き で あ

 る。9。に は6.7.と の比較 も見 られ る。

例①:メ レヂ スの書中 ニハ必ズ ドコカ ニコンナ篇ガアル。

    情中 二景 ヲ爲シ景中 二情 ヲ描 ク頗 ル詩趣 ア リ         (12.p.35)

  ②:此 辺 ノhumour頗 る佳 な り            (18. p.205)

⇔批評

  読者の立場か ら更 に一歩 を進 め,明 らかに同 じ 「書 く」人間 として メレデ ィスを評価
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し た もの。 小 説 家 ・漱 石 の 意 見 で あ る。14.15.に 見 られ る。 イ ン ク書 き。

例①:Crisisハ 書キ ニクキ者ナ リ

 ②:此 ノRen馥の 変化面白シ。但シ反封 の変化 も起 り得べ く。

   一様に面 白 くか く事 も出来ルナラン

111

(14. A.212)

(15. P.65)

 漱石は メレデ ィス作品を一括購入 したのではな く,関 心の深 まるに従 って順 次買い調え

て いた。た と>xぽP版 の12冊 も,6.～8.と9.～17.と で は入手時期にずれのある ことは,

ラベ ルの有無や蔵書印の違 いか ら推定できる。

 漱石の メレデ ィス読 書を跡づ ける手がか りとして,更 に次の よ うな周辺資料がある。

(a)図書購入 メモ

  漱石は英国留学前半期に,購 入 した書籍を代金 も含め丹念に一覧にしていた 。その メ

 モは東北大学 に保管 されてお り,日 記な どと照合す る ことに より,購 入 日が推定で きる

 場 合がある。 これに より岡三郎氏は,1.2.を 購入 した 日を明治34年3月5日 と考証 され   6)

 ている。

(b)日記

 明治34年4月15日

(c)断片

 (イ)明治38年 末～39年 初(推 定)

 (ロ)明治39年 末(r文 學論』 のための メモ)

(d)談話 ・講演筆記

 (イ)『無題』(明38.11)

 (ロ)『予の愛讃書』(明39.1)

 ㊨ 『創作家の態度』(明41.4)

 ⇔rメ レデ ィスの計』(明42.5)

(e)作品

 (イ)『吾輩は猫 である』十一(明39.4)

 (ロ)『草枕』 四(明39.9)

 の 同 九

 (_)『文學論』(明1,1)第 一編第二章

 ㈹ 同上

 8同 第一編第三章

 (ト)同上

 ㈱同 第二編第二章

 ω)同 第三編第一章

 (ヌ)同上

 ω 『虞美人草』十八(明40.10)
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△

○

〇

 
一

一
△

○

×

○

○

×

×

◎

 
○

 
◎

研究(精 細)

研究

研究 ・分析

分析

印のみ

印 のみ

研究

分析 ・鑑賞 ・6.
7.と 比較

分析

分析 ・鑑賞

鑑賞 ・批評

章全体に印(赤
・イ ・黒)

印(黒)・ 分析

分析(鉛)・ 鑑
賞(イ)

鑑賞 ・批評

章全体に印 ・鑑賞
・批評

主な言及箇所(そ の時期)

購 入(34.3カ)/日 記(34.4)/
ノー ト

購 入(34.3カ)

ノー ト(35.6カ)/談 話(39.1)

ノー ト/談 話(39.1)/『 文 学

論 』(40.5)

ノー ト(36夏 力)/『 文 学 論 』

(40.5)

談 話(38.11)/断 片(39末)/
『文 学 論 』(40.5)

[r虞 美 人草 』18(40.10)]

『草 枕 』(39.9)/『 文 学論 』

(40.5)/講 演(41.4)

『文 学 論 』(40.4)/談 話(42.

5)

断片(38末 一39カ)/『 猫』11

(39.4)/談 話(42.5)

ノー ト/『 草 枕 』(39.9)/[談

話(42.5)]

書き込み 時期

(推定)

34.3-4

34-35

35.6-39

35-36

35-36

35-36

36

36.7-9

36-37

36-37

37-38

38-39

38-39

38-39

38末 一39.1

39



ρ0

7
・

-
⊥

-
↓

Evan Harrington

Harry Richmond P35;0350
濫 ・夏 一

濃 ・夏 一

読まず

読まず

凡 例 1.刊 記 等 は便 宜 上す べ て 明治 年 号 に 統 一 した 。

   2.ラ ベ ル:「 ○ 」 あ り,「 一 」 な し。

   3.蔵 書 印:「 漱 」=「 漱 石」 印,「 濠 」=「 濠 虚 碧堂 図書 」 印,「 夏」e「 夏 目」 印,「 一 」=印 な し。

   4.書 き込み の量:「 ◎」 極 多,「 ○ 」 多,「 △ 」 平均 ～ やや 少,「 ×」 極 少,「 一 」 な し。

   5.筆 記 具:「 鉛 」 鉛 筆,「 イ」 イ ン ク,「 黒 」 黒 イ ン ク,「 赤 」 赤 イ ン ク。

   6.書 き込 み の 内容 は,典 型 的 な もの を挙 げた 。

   7.言 及 箇 所:「 ノー ト」e『 文学 論 ノー ト』,「購 入」e図 書 購 入 メモ。[]内 は 推 定。



(f)文学論 ノー ト

  村 岡勇編 『漱石資料一文学論 ノー ト』(岩 波書店 ・昭51)に 収め られた 『文 學 論』 の

 た めの膨大な覚書の中に,例 として随所 に メレデ ィス作品が言及 されてい る。整理して

 示 せば,下 記 の通 りであ る。

(イ)「矛盾 ノElement」 の項

(ロ)「Position of Women」 の 項

の 「Love」 の項

←洞 上

(ホ)「Enjoymentヲ 受 ケル 理 由」 の 項

8「Ethics」 の項

(ト)「Realism&Idealism」 の 項

㈱ 「Taste, Custom etc.」 の項

(リ)同上

7.を 引 用(pp.126-27)。

9.を 引 用,6.に 言 及(p.171)。

15.に 言 及(p.227)。

1.の 挿 話 を 引 く(p.230)。

6.に 言 及(p.249)。

7.に 言 及(A.264)。

7.に 言 及(p.....)。

6.を 引 用(pp.312-15)。

9.を 引 用(pp.320-A2)。

(ヌ)補足=「Moral Feelings」 の 項 「正 直Meredith」(P.112)と あ る の は,前 掲 日記 記

    事 か ら判断 し て,1.を 指 す と思 わ れ る。

 この 内,㈱ は そ の途 中Y`1902(明35)年6月 付 の記 事 が あ り,6.は ほぼ この 頃 に 読 ま

れ た と推 定 で き る。

 また,(ロ)・(リ)は 共 に そ のす ぐ前 後 に タ ッ カー マ ンや ウ ィソ チ ェス タ ーか らの 引用 が あ

り,9.は 漱 石 が これ らの 文 献 を 第 一 高 等学 校図 書館 か ら帯 出 して い た 明治36年 夏 に読 ん     
25)

だ とみ られ る。

 上記の事項 を整理 し,漱 石が主要な書 き込みを行った時期 を推定 して,概 ねその順序に

配列 したのが,68-69頁 の表である。

 これ は,必 ず し も入手や初見の時期を意味 しない。 ラベル ・蔵書印の有無や本の形態な

どか ら見て,留 学 当時か らメレデ ィスの代表 作を一二冊 ずつ入手 し,帰 国後深い興味を抱

くに至 って,残 りの作品をP版 全集で丸善か ら取 り寄せた と考>xる のが 自然であろ う。し

た がって,9.～17.よ り早い時点で18.に 一度 は 目を通 していた と考え得 るし,8.を 初めて

読 んだのは同じ蔵書 印を持つ6.や7.と 近い時期であ る可能性が大 きい。

 しか し,既 に述べた よ うに,い くつかの作 品は明らかに一定の期間を隔てて読み返 され

て いる。そ して,研 究上大 きな意味 を持 つのはむ しろ,漱 石が書 き込みを行いながら集 中

的 に読 み,自 らの血肉 とした過程であ る。 この ような観点か ら,こ の表では 「主要な書 き

込み」を中心に考えた。6.は 古い書き込み,8.や18.は 新 しい書 き込みを基準 としたのは,

この理 由に よる。細部になお検討 の余地 はあるが,漱 石の 「読み」の変化は,こ の表 から

も看 て取れ るのではあ るまいか。

おわ りに

 漱石文庫の メレデ ィス作品は,受 容時期 とその態度に よって,四 つに分類 できよ う。

A.一 字一句綿密に研究 した もの(主 に 明治34-35年 頃)    1.2.5.6.
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B.r文 學論』執筆 を念頭に読んだ もの(明 治36-37年 頃)    7.9.10.11.12.

C.創 作家の意識を もって取組 んだ もの(明 治38-39年 頃)   &13.14.15.18.

D.殆 ど読 まなかったか,ざ っと目を通 した程度の もの    3.4.16.17.

 漱石が留学 中に メレデ ィスを繕いたのは,英 文学者 として彼が 同時代文学に 向けた旺盛                 26)

な好奇心 と,当 時の メレディスの名声 とを考えれば,む しろ当然 のことで あ っ た。 し か

し,万 人の敬して遠 ざけるこの奇矯な作家への彼 らしい興味 も,そ こには動いていた よ う

に思われる。そ して数年後,自 らも作家 として歩み 出そ うとした時,そ の存在は彼の 目に

新たな意味 を もって映 り始めた。執筆に際し,新 たに読み返 して 「人工的イ ンス ピレーシ
 27)
ヨン」 を得 ていた と見 られ るふ しさえあ る。

 メレデ ィス受容の深 ま りは,小 説 家漱石 の誕生 と成熟 に重 なる。その綿密で多様 な書 き

込 みに接す るとき,明 治34年 か ら39年 頃にかけての,言 いか えれぽ英国留学か ら作 家 とし

ての出発 までの,彼 の内面の軌跡 を見る思 いがす るのであ る。

駐

1)岩 波 書店 ・昭和40～42年 版 。 以 下r全 集 』 と記 す 。

2)『 英 語 青 年 』 昭 和29年8月,pp.2-4。

3)拙 稿 「『サ ン ドラ ・ベ ロニ 』 と漱 石 」(『英 語 青年 』 昭 和62年2月,pp.15-16・ 同62年3月, pP・

 22-23)及 び 「喜 劇 と悲 劇 と一rリ チ ャー ド ・フ ェ ヴ ァ レル の試 練 』 とr虞 美 人 草 』」(『 藝 文 研 究 』

 第52号 ・昭63.1)参 照 。

4)『 行 人 』 に メ レデ ィス の書 簡 に つ い て言 及 が あ る。 『全 集 』 第 五 巻,pp。467-68参 照 。

5)rMeredithをCarlyleに む す ぶ漱 石 」, r英 語 青 年 』 昭 和52年12月, PP.30-32。

6)岡 三 郎 「イ ギ リス留 学前 半 の漱 石 の こ こ ろ の明 暗 」,『 夏 目漱 石研 究 第 一巻 』(昭56・ 国 文 社)

 PP.195-206参 照。

7)r全 集 』 第 十 三 巻,P.56。

8)同,pp.155-56。

9)同,P.223。

10)r全 集 』 第 十 六 巻,P。487。

11)同,p.493。

12)『 全 集 』 第 十 一 巻,p.157。

13)『 全 集 』 第 十 六 巻,pp,665-&8。

14)『 全 集 』 第 一 巻,pp.496-97。

15)『 全 集 』 第 二 巻,pp.430-41。

16)同,pp... 。

17)r全 集 』 第 九 巻,P.84。

18)同,P.103。

19)同,pp.110-113。

20)同,P.126。

21)同,P.140。

22)同,PP.226-28。

23)同,p.234。

24)『 全 集 』 第 三 巻,p.389。

25)文 献 帯 出 時 期 に つ い て は,岡 三 郎 「東 京 大 学 教 養 学 部 図 書 館 に 発 見 され た漱 石 の書 き入 れ 本 」,

 r夏 目漱 石 研 究 第 一 巻 』(前 掲)PP.347-86参 照 。

26)メ レ デ ィ スは60才 を 過 ぎる頃 か ら漸 く評 価 され,1892年 に は テ ニ ス ン の後 任 とし て英 国 文 人 協 会

 会 長 に 選 ば れ た 。1898年 に は,ト マ ス ・バ ー デ ィ,ヘ ン リ ー ・ジ ェ イ ム ズ,レ ズ リー ・ステ ィ ー ヴ

 ン な ど文 壇 を挙 げて,彼 の70才 の誕 生 日を祝 った 。 なお,『 吾 輩 は猫 で あ る』 の 出 た1905年 に は,

 ..



 勲 功章(Order of Merit)を 授 け られ てU・ る。

27)r全 集 』 第 十 六 巻,PP.527-28に あ る 語。

資料 漱石文 庫所蔵 本 書 き込み一覧

 ※ 「」 内は書 き込み の内容を,[]内 は下 線部 分の本文 を示す。

 ◇ 『サン ドラ ・ベ ロニ』(Sandra Belloni)◇

1) p.6,11.31-33

2)P.9,1.10付 近

3)A.33,11.1-3

4) P.37,11.26-41

5) A.62,11.1-11

6) p.74,1.6

7) P.76,1.23

8) P.173,1.17-P.174,1.8

9) P.211,11.24.-32

10) P.212,11,17-31

11) A.263,11.10-24

12) p.314,1.25-P.315,1.16

13)p.389,章 題 横

14) p.400,11,4-18

15)p.428天 余 白

16) P.433,11,1-21

17) P.448,11.3-25

※1)～7)は 鉛筆,8)～17)は イ ン ク。2),4),5),8),10)は 『全 集 』 第 十 六 巻,

 に収 録 。

◇ 『リチ ャー ド ・フエ ヴ ァ レル の 試 練 』(The Ordeal of Richard Fevere1)◇

1) p.1,11.16-17

2) P.39,11.5-24

3)P.53余 白

4) p.61,11,3-6

5) P.66,11.34-37

6) P.73,11.1-32

7) P.74,11.17-20

8) P.96,1.7-P.97,1.15

9)p.98余 白

10) P.104,11.18-36

11) p.109,11,12-14

傍 線

「女 月下 ニ ハ ー プ ヲ弾 ズ」

「violinist」

傍 線,下 線[threw nine large potatoes!],「Good」

傍 線,「 英 國 ノ社 會 ハ是 ナ リ」

下 線[An accurate oinometer],「oinometer」

下 線[the elfin trumpet of silence]

傍 線,「phil」

傍 線,「Wilfridノ 虚 偽 」

傍 線,「crisisハ 書 キ ニ クキ老 ナ リ」

傍 線

傍 線

ﾏHippogriff and Passion

傍 線

「Count Brancianiノ 話(挿 話)」

傍 線

傍 線

                      P.93

傍 線(鉛)

傍 線(鉛)

「Richard トFarmer Blaiz(マ マ)

 Bノ 氣 風R/Pride」(鉛)

傍 線(鉛 ・イ),「 格 言 」(鉛),「Meredith」(イ)

傍 線,「 格 言」(鉛),「Meredithian」(イ)

傍 線(鉛)

傍 線,「Meredithian」(イ)

傍 線(鉛 ・イ),「Nature&Beauty」(イ)

「Beauty / description」(イ)

傍線,「Love」(イ)

「1ight literatureヲ 読 ム ヲ禁 ズ」(イ)
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12) p.115,11.14-16

13) p.124,1.8

14) p.125,1.25

15) P.126,11,7-g

16) P.128,1.11,1,28

17) p.135,11,g-10

18) p.149,11.28-41

19) A.159,11.29-36

20) P.177,11,36-39

21) p.189,11.17-41

22) p.204,11.15-18

23)p.205,1.3付 近

24) P.223,11.10-13

25) P.232,1,7-p,233,1,2

26) P.288,11,29-33

27) P.297,11,36-40

28) P.312,11.26-41

29) P.331,1,37-A.332,1,18

30) P.373,11.1-30

31) pp.402-405

   P.402,11,11-18, P.403,11,7-23, P.40�,1.11

 32)p.418,1.18-p.419全 体

 33) P.424,11,34-35

 34) P.425,11.8-41

 35) P.438,11.17-19

 36) P.445,11,21-28

 37)...全 体

X3),4),5),7),8),9),10),13),14),15),17),18),19),23),

 34)は,『 全 集 』 第 十 六 巻,pp. ..こ 収 録 。11),22),29)は 前 掲 久 野 論 文 に 報 告 あ

 り 。

「light literatureノ 攻撃 」(イ)

「Nature」(イ)

「Love again」(イ)

傍 線,「Love」(イ)

下 線[the Eighteenth Century](2ケ 所),傍 線(イ)

「Lover's duet」(イ)

傍 線,「 格 言 Love二 就 テCold Blood及 ビHot

Bloodノ 両 側面 」(イ)

傍 線,「 格 言Nature」(イ)

傍 線,下 線[THE PILGRIM'S SCRIP](イ)

傍 線(イ)

Richard and Ripton

デ タ ラ メ ヲ話 シ テ他 ヲ ゴマ カ ス」(イ)

「此 辺 ノhumour頗 る佳 な り」(イ)

傍 線(鉛)

傍 線,「Just like Meredith」(イ)

傍 線(イ)

傍 線(鉛)

「結 婚 二就 キ 自己 ノ意 志 親 二対 ス ル義 務 西 洋 ノ風 」

(イ)

傍 線,下 線[awoman smoking!],「 女 の 煙 草」(鉛)

傍 線(鉛)

傍 線,「Clare」(鉛)

         「 」 印(イ)

傍 線(鉛)

傍 線,下 線[He sat as a part of the ruins](鉛)

傍 線,「Storm」(鉛)

傍 線(鉛)

傍 線(鉛)

傍 線(鉛)

                  25), 28),

※二作 とも,中 扉 ・表題上に 「濠 虚碧堂 図書」 印,扉 ・表題右肩に 「夏 目」 印あ りθ

付記=漱 石文庫閲覧に際 し,東 北大学附属 図書館各位には格別の御高配 を戴 いた。

   記 して厚 く御礼申 し上げる。
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